古今 実物 語 は 奇談 一 一十 一 篇を収 む。 その 又 奇談 は怪 

談め きたれ ども、 実は 少しも 怪談なら ず。 たと へば 「幽 

にぐ わつ だう ごわう 

霊 二月 堂の 牛 王 をお そる る 事」 を 見よ。 

いまにし むら へい ゑ もん うとく 

「今 西 村に 兵 右衛門と 云 へ る 有徳なる 百姓 ありけ るが、 

かの 家に めし 使 ふ 女、 みめかたち 人に すぐれ、 心 ざま 

あるじ しの 

もやさし かりければ、 主 の 兵 右衛門お りお リ忍 びか 

よ ひける。 此 主が 女房、 妬 ふかき 者なる が、 此事を も 

しんい しも をと こ 

れ 聞きて 瞋恚の ほむら に 胸 を こがし、 奴 を ひそか 

しお ほ 

に まねき、 『かの 女 を 殺すべし、 よく 仕 了せ なば 金銀 あ 

またとら すべし』 と 云 ひければ、 この 男 も 驚きし が、 

元来 慾 心 ふかき 者 なれば、 心安く 受合 ひける。 (中略) 



しも をん な なに ごころ ゆ かた 

下女 (中略) 何 心なく あぜ づた ひに 行く 向う の 方、 

しち をと こ 

すすきの かげよ リ思 ひがけな く、 下男 横 だきにして 

ちちう 

池 中へ なげ 入れけ る。 (中略) 

せいざん 

「日 も 西 山に かたむき、 折 ふしし よ ぼ/ \ 雨の ふる を 

いと はず、 夜歩き をた のしみ にう で こきす る 男、 

そがの みや ひま ゐり こ こ 

曾 我宮へ 日参。 此所を 通りけ るに、 池の 中より 『もし 

もし』 と 呼び かくる。 誰な らんと 立ち どまれば、 ぃぜ 

んの女 池の 中よりに よつ と 出で、 『男と 見かけ 頼み 申 

し 度き 事 あり』 と 云 はせ も はてず、 狐狸の しわざ か、 

人に こそより 目に もの 見せん と 腕 まくりして 立ち かか 

いまにし むら 

れば、 『いやいや さやう の 者に あらず。 我 は 今 西 村の 



へい 免 もん 

兵 右衛門に 奉公 致す ものなる が、 しかじかの ことにて 

むなしく 成る。 あまりに なさけな きしかた ゆへ、 怨み 

こよ ひ 

をな さんと 一 念 此身を はなれず 今宵 かの 家に ゆかんと 

あるじ もんこ にぐ わつ だう ごわう 

思へ ど 主 つねづね 観音 を 信じ、 門戸に 二月 堂の 牛 王 

を 押し 置きけ る ゆ ゑ、 死霊の 近づく ことかな はず (中 

しゃう じ やうせ ぜ ごおん 

略) 牛 王 をと りの けた ま はらば、 生々 世々 御 恩』 と、 

世に くるしげ にたの みける。 

ふてき 

「かの もの 不敵の もの なれば (中略) そのと ころ を を 

しへ たまへ。 のぞみ を かなへ まゐ らせんと、 あとに つ 

きてい そぎ ゆく。 ほどなく 兵 右衛門が 宅に なれば、 女 

の 指図に まかせ、 何 か はしらず 守り札 ひきまくり 捨て 



ければ、 女 は よろこび 戸 を ひらき、 家へ 入る よと 見え 

しが 臥して ゐ たる 女房の のどに くひつ き、 難なくい の 

ち をと りて、 おもて を さして 逃げ出で ける。 (中略) 

「女 走りいで ゝ (中略) 此 上ながら とてもの ことにい 

づ くへ なりと 連れて ゆきた ま はれと、 背に つきはなれ 

ぬう ち、 家内に わかに さわぎ 立ち、 やれ 何者の しわざ 

ちゃう ちんたい まつ 

なる ぞ、 提灯 松明と、 上 を 下へ とかへ すに ぞ、 以前の 

男 も 心ならず 足に まかせて 逃げ ゆきし が、 思 はず も わ 

が 家に かへ り、 (中略) ひとり 住みの 身 なれば、 誰れ と 

がむ る もの もな けれど、 幽霊 を 連れ かへ り そ y ろに 気 

味わる く、 『の ふく のぞみ はかな ひし 上 は、 いづかた 



へ も ゆきた まへ、 (中略)』 と、 心のう ちに 念仏 をと な 

へ ける こそ を かし けれ。 

「幽霊 もしば し はさし うつむきて ゐ たりし が、 (中略) 

怨めしと 思 ふかた きを かみころし、 一 念 散ず ると き は 

めいど この ど 

泉下へ も ゆくべき に、 いまだ 此 土に とどまる ことの ふ 

しんさよ と 心 をつ けて 見る に、 さして 常に か はる こと 

もな し。 (中略) それより 一 つ 二つと はなし 合 ふに、 い 

よ/^ 幽霊に あらざる にき はまりけ る。 (中略) 男 も 

定まる 妻 もなければ と、 つ ひ 談合な りて そこ を 立ちの 

へい ゑ もん 

き、 大阪 にしる ベ ありて ひきこし ける。 兵 右衛門が か 

げぢよ しゅら 

たに はか ゝる こと ゝは露 しらず、 本妻と 下女が 修羅の 



しもつき 

び 入りけ る」 も、 「ころし も 霜月 下旬の 事 なれば、 (中 

略) 四方 は 白た への 雪に うづみ、 川風 はげしく して、 

しんたい いきた 

身体 氷に とぢ ければ、 手足 もこ ごへ、 すでに 息 絶 へん 

としん 

とせし 時、」 いつしか 妬心 を 忘れし と 云 ふ、 誰か この 

ざん こく か いぎ やく 

残酷なる 現実主義者の 諧謔 に 失笑 一 番 せざる もの あ 

らん。 



二 



更に 又 「孝子 黄金の 釜を掘り 出し 娘の 事」 を 見よ。 

さんぱち ひと リ 

「三 八と いへ る 百姓 は 一人の 母に つかへ て、 至孝なら 

あると し しもつき たけのこ 

ぶ ものな かりけ る。 或 年の 霜月 下旬の 頃、 母 筍 を 

しょく たきよ し 

食し 度 由 のぞみけ る。 もとより 貧しき 身 なれ ども、 

あさゆ ふ 

母の 好みに まかせ、 朝夕の 食事 をと とのへ すすむと い 

たけのこ みの かさ 

へ 共 この 筍 は こまりはてけ るが、 (中略) 蓑 笠 ひき か 

あると ころ こころあて ゆき 

づき、 二三 丁 ほど 有 所の、 藪 を 心 当に 行ける。 積る 

くちば 

朽葉に つもる 雪、 かきのけ/ \ さがせ ども、 (中略) あ 

なみだ そで ぜ ひ 

あ 天 我 を ほろぼす かと 泪と 雪に 袖 をぬ らし、 是非な 

な は こ をけ ひと 

くく も 帰る 道筋、 緦 からげ の 小 桶 者つ、 何な らんと 

たま は 

取上げ 見れば、 孝子 三 八に 賜 ると 書付 はな けれ 共、 ま 



づ蓋を ひらけば、 内よりに よつ と 塩 竹の子、 金 もらう 

たより うれしく、 (中略) 女房に かくと しらすれば、 同 

しう とめ かつを あつ もの 

じ 心の 姑 思 ひ、 手ば やに 塩 だし 鰹 かき、 即時に 羹 

となして あたへ ける。 其 味 生なる にか はる 事な く、 母 

お ほ 力た なる 

も よろこび 大方なら ず、 いか 成人の ここに 落せし や、 

ひと 

是又 害つ の ふしぎ 也。 

「しかるに かほ ど 孝心 厚き 者 なれ 共、 持げば かせぐ ほ 

あさゆ ふ 

ど 貧しく 成り、 次第/ \ に 家 をと ろへ、 今 は 朝夕の け 

ぶり さへ たえぐ に 成りければ、 三 八 女房に 云 ふやう、 

(中略) ふたりが 中に まう けし 娘 ことし 十五まで 育て 

かた つとめぼうこう 

ぬれ 共、 (中略) かれ を 都の 方へ つれ 行き、 勤 奉公と 



きふ ぎん ひとかせぎ 

やらん を させ、 給 銀に て 一 持して 見ん と 思 ふはい か 

にと 尋 ぬるに ぞ、 わら は も疾く ょリ さやう に は 思 ひ 

候 へ 共、 (中略) と 答へ ける。 (中略) 三 八 は 身 ごしら 

へして、 娘う ちつれ 出で にけ る。 名に しお ふ 難 波の 

お ほみ なと まづ こ こ 

大湊、 先此 所へ と 心 ざし、 少しの しるべ をたず ね、 そ 

れ より 茶屋 奉公に いだし ける。 (中略) 扨此 娘、 (中略) 

いづ さそく 

つとめに 出る 其 日より、 富豪の 大臣 かかり、 早速に 身 

うけして、 三 八 夫婦 母お や も 大阪へ 引きと リ、 有りし 

くらし か や 

にか はる 暮と 成り、 三 八 夏 は 蚊帳の 代りにせ し 身 を 

こしもと とこ あ ふ しう とめ ちぶさ 

腰元 共に 床 を 扇がせ、 女房 は 又 姑 にあた へし 乳房 を 

とらや やうかん こ ひ 

虎屋が 羊羹に しかへ、 氷から 鯉 も 古めかしと、 水晶の 



みづ ：, C1 こ.^ 

水 舟に 朝鮮 金魚 を 泳がせて 楽しみ、 是 至孝の いたす 所 

なり ご 

天 は 孝子に 幸福 を 与へ ず。 孝子に 幸福 を 与へ しもの 

なんび と 

は 何人 かの 遺失せ る 塩 竹の子の み。 或は 身 を 売れる 

ひと リ また あくらつ き は 

一 人 娘の み。 作者の 俗言 を 冷笑す る も 亦 悪辣 を 極めた 

りと 云 ふべ し。 予 はこの 皮肉なる 現実主義に 多少の 同 

情 を 有する ものな り。 唯唯 作者の 論理的 頭脳 は 残念に 

しゅんえ い がきし やう リ やう I 

も 余り 雋鋭 ならず。 「餓鬼 聖霊 会 を 論ずる 事」 の 如き、 

「寺 僧 病人 問答の 事」 の 如き、 或は 又 「仏者と 儒者 

とたう てんじん ろう 

渡 唐 天神 を 論ずる 事」 の 如き、 論理の 筆 を 弄した る も 

いか ひいきめ お ほむ とこや 

の は 如何に 貝頭属 眼に 見る にせよ、 概ね 床屋の 親方の 



み ぢみぢ となって、 芥子 人形の 如くに なれり ご こ は 人 

まじ は 

倫の 交り を 不可能な らしむ るに 似 たれ ども、 仙女の 

いろざと 

説明す る 所に よれば、 「色里 にても 又は 町家の 歴々 の 

奥が たにても、 心の ままに あはれ るな り。 (中略) 汝 

みたし ふところ 

が あ ふて 見 度と 思 ふ 女の ねんごろに する 男の 懐 の 中 

に 入れば、 その 男の 魂ぬ け 出、 汝 仮に 其 男に 入れ か は 

りて、 相手の 女 を 自由にす る 事、 又な き 楽しみに あら 

す こぶ てんしん じらい 

ず や」 と 云へば、 頗る 便利なる 転身と 云 ふべ し。 爾来 

ぎよ めいきゅう 

大豆 右衛門、 色 を 天下に 漁す と雖 も、 迷宮に 似た る 人 

生 は 容易に 幸福 を 与 ふるもの にあらず。 たと へば 卷ー 

あね みみいた いかたぎ まくら 

の 「姉の 異見 耳 痛 樫 木 枕」 を 見よ。 



ふすま 

「台所より 飛び あがり、 奥の 方 を 心がけ、 襖の すこし 

明きた る あ ひより そっと 下りて 大 座敷へ 出、 (中略) 

たう ざら さ のれん ながよ で ふ ま 

唐 更紗の 暖簾 あげて、 長 四 畳の 間 を 過ぎ、 一 だんた か 

ありあけ これ この や だんな 

き 小 座敷あって、 有 明の 火 明らかに、 是ぞ此 家の 旦那 

殿の 寝所なら めと 腰 障子 をす こしつき やぶりて、 是ょ 

り 入って 見れば 夫婦 枕 をなら ベて、 前後 も 知らず 連れ 

ぶし いびき まづ ないぎ のぞ 

節の 鼾に、 (中略) 先 内儀の 顔 を さし 視 いて 見れば、 

その この 

其 美し さ此 器量で 三十ば かりに 見 ゆれば、 卅 五六で も 

なるほど 

あるべし。 (中略) 男 は 三十 一 二に 見えて、 成程 強さう 

な 生れつき。 扨は此 女房の 美しい に 思 ひっきて、 我よ 

り 二つ 四つ も 年の いた を もたれし か、 但 入リ聲 か、 (中 



ていしゅ ふところ たまし ひ 

略) と 亭主が 懐 に はいれば そのまま 魂 入れ 替リ、 

(中略) さあ 夢 さまして もてなし やと 云へば、 此 女房 目 

キー ち 

を さまし、 肝の つぶれた 顔して、 あたりへ 我 をつ きの 

け、 起き かへ つて、 コレ 気ち が ひ、 爰 を内ぢ やと 思 ひ 

やる か、 夜の 更けぬ 先に ハ$ にやくと 云 ふに、 面白う 

かるた よふ い 

もない 歌留多 をう つて ゐて夜 を 更かし、 今から は 往な 

だんな ど の お ほつ まつ リ ゆ るす 

れ まい、 旦那 殿 も 大津祭 に 行かれて 留守 ぢ や ほどに、 

泊って なりと 行き やと、 兄弟の 忝け なさ は 何の 遠慮 

あね き やう こ つ 

もな く 一 所に 寝る を、 姉 をと らまへ 軽忽 な、 こ リゃ畜 

ぎ やうぎ いや 

生の 行儀 か。 こちゃ 畜生になる 事 は厭ぢ やい の。 (中 

たぶん さて な む 

略) 多 聞 悪い と 畳 を 叩いて 腹 を 立てる。 扨 は 南無さん 



そ さう せんばん あとさき 

姉ぢ やさうな。 是は 粗相 千万、 (中略) と 後先 揃 はぬ 事 

もと よ ぎ 

を 云 ふて、 又 本の 夜着へ こそこそ はいって、 寝る より 

早く 其処 を 立ち退き、 (下略)」 (この 項 未完) 

(大正 十三 年 六月) 
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